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はじめに 

ISSBはなぜ本公開草案を公表しているのか 

IN1 2024 年から 2026 年の作業計画の一部として、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）は、
IFRS S1 号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」（IFRS S1 号）及
び IFRS S2 号「気候関連開示」（IFRS S2 号）を適用する企業に対して、適時の支援を行うた
めに、「SASB スタンダード」を向上させる。 

IN2 「SASB スタンダード」は、IFRS S1 号を適用する企業のための重要な（important）ガイダン
スの情報源である。「SASB スタンダード」は、具体的な「IFRS サステナビリティ開示基準」
が存在しない場合に、企業が意思決定に有用で比較可能な開示を作成することを支援するもの
である。 

IN3 「IFRS S2 号の適用に関する産業別ガイダンス」（「IFRS S2 号産業別ガイダンス」）は、
「SASB スタンダード」から派生している。ISSB は、IFRS S2 号を公表した際、2 つの資料間
の整合性を維持するために、「SASB スタンダード」の気候関連の内容を修正した。したがって、
「IFRS S2 号産業別ガイダンス」は、「SASB スタンダード」における気候関連の内容と大部分
が同一である1。 

IN4      本公開草案は、「SASB スタンダード」における気候関連の内容（これは「IFRS S2 号産業別ガ
イダンス」にも含まれる。）に対する修正案を含んでいる。ISSB は、「IFRS S2 号産業別ガイダ
ンス」と「SASB スタンダード」との間の整合性を維持するために、「IFRS S2 号産業別ガイダ
ンス」に結果的修正を行うことを提案している。 

本公開草案における提案の要約 

IN5  本公開草案は、ISSB が優先して包括的な見直しを行うこととした 3 つの「SASB スタンダード」
の修正案を示している。 

(a) 「農産物」の「SASBスタンダード」 

(b) 「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」 

(c) 「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」 

IN6 本公開草案は、2024 年 7 月に ISSB が決定した 12 の優先される「SASB スタンダード」の修
正を提案するプロジェクトの作業範囲の一部である。2025 年 7 月、ISSB は、他の 9 つの
「SASB スタンダード」の修正案を定めた公開草案「『SASB スタンダード』の修正案」（2025
年 7 月公開草案）を公表した2。本公開草案の提案は、「2025 年 7 月公開草案」の提案と整合的
である。「結論の根拠」の付録 B は、本公開草案のどの指標が「2025 年 7 月公開草案」で提案
された類似した指標又は同一の指標を基礎としているかを示している。 

IN7 本プロジェクトの目的は、「SASB スタンダード」の適時の向上を通じて、IFRS S1 号及び
IFRS S2 号の高品質な導入を支援することである。これは、次のことに焦点を当てている。 

(a) 国際的な適用可能性の一層の向上 

(i) 産業のグルーピング（企業を適切に表現し、新興市場及び発展途上国におけるバリュ

ー・チェーンを反映することの向上を含む。） 

(ii) それらの産業のグルーピングにおける開示トピック 

 
1 「SASB スタンダード」の気候関連の内容は、「IFRS S2 の適用に関する産業別ガイダンス」と同一であるが、「SASB

スタンダード」にはファイナンスド・エミッションのトピックも含まれている（これは IFRS S2 号の付録 B の適用ガ

イダンスに含まれている。）。 

2 2025 年 7 月公開草案「『SASB スタンダード』の修正案」は、

https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/project/enhancing-the-sasb-standards/sasb-ed-2025-1-proposed-

amendments.pdf で利用可能である。 
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(iii) 指標及びこれを支える技術的プロトコル3 

(b) 資本市場のニーズに応えるためのサステナビリティ関連開示のグローバル・ベースライン

となるように、投資者のニーズに焦点を当てることを維持しながら、他のサステナビリテ

ィ関連の基準及びフレームワークとの相互運用可能性を改善させる機会を探求する。 

(c) 「SASB スタンダード」の向上を自然及び人的資本といったトピックに関する ISSB のプ

ロジェクトと整合させ、本公開草案に対するフィードバックがこれらのリサーチ・プロジ

ェクトへインプットを提供することが可能となるように、自然及び人的資本に関連する

「SASB スタンダード」における開示トピック及び指標を修正する機会を探求する。 

(d) 「SASB スタンダード」における概念及び言葉遣い（language）と「IFRS サステナビリ

ティ開示基準」のそれらを整合させる一層の機会を探求する。 

IN8 修正案はまた、作成者にとっての「SASB スタンダード」の明瞭性、簡潔性及び費用対効果を
向上させることを意図している。 

IN9       「IFRS S2号産業別ガイダンス」に対する結果的修正は、3つの優先される「SASBスタンダー
ド」に対応する「IFRS S2号産業別ガイダンス」の3つの巻（volume）における気候関連の内容
と整合させている。付録Aは、影響を受ける「IFRS S2号産業別ガイダンス」の指標を示してい
る。 

本公開草案に適用されるデュー・プロセスの規定 

IN10 ISSBは、「SASBスタンダード」の改訂を提案する本公開草案を2026年2月に承認（ratify）し
た。「IFRSサステナビリティ開示基準」に適用されるデュー・プロセスと整合的に、コメン
ト・レター及び修正案に関する回答は、IFRS財団のウェブサイトに掲載される予定である。 

IN11 本公開草案における「SASBスタンダード」の修正に適用されるデュー・プロセスは、「2025
年7月公開草案」に対するものと同一である。したがって、本公開草案の開発に用いられたデュ
ー・プロセスに関する詳細な情報は、「2025年7月公開草案」における「結論の根拠」のBC22
項からBC26項に記載されている4。 

IN12 「IFRS S2号産業別ガイダンス」に対する結果的修正案は、ISSBによって2026年2月に承認さ
れた。 

修正案はいつ発効するのか 

IN13 ISSBは、「SASBスタンダード」及び「IFRS S2号産業別ガイダンス」の修正の発効日を修正
の公表後12か月から18か月の間に設定したうえで、早期適用を容認することを提案している。 

IN14 ISSB は、修正案に関するフィードバックを検討後、修正の発効日を決定する予定である。 

今後の予定 

IN15  ISSBは、本公開草案に関するフィードバックを議論し、3つの優先される「SASBスタンダー
ド」及び関連する「IFRS S2号産業別ガイダンス」を修正するかどうか、また修正する場合に
はどのように修正するかを決定する予定である。 

  

 
3 「SASB スタンダード」における「指標」という用語は、開示事項の記述に用いられ、定性的情報及び定量的情報を包

含する。 

4 「2025 年 7 月公開草案」に関する「結論の根拠」は、https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/project/enhancing-the-

sasb-standards/sasb-ed-2025-1-bc-proposed-amendments.pdf で利用可能である。 
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コメント募集 

ISSBは、本公開草案における提案、特に本セクションで示された質問に関するコメントを募集する。 

「2025年7月公開草案」には、「SASBスタンダード」の向上に関するプロジェクトについて、より広

範な質問が含まれており、これには次の質問が含まれていた。 

(a) 「SASB スタンダード」の向上に関するプロジェクトの目的（「2025 年 7 月公開草案」の質

問 1） 

(b) 他のサステナビリティ関連の基準及びフレームワークとの相互運用可能性及び整合性を向上さ

せるために ISSB が提案したアプローチ（「2025 年 7 月公開草案」の質問 2） 

(c) ISSB が「SASB スタンダード」における気候関連の内容を修正すべきかどうか（「2025 年 7

月公開草案」の質問 3）。 

(d) 修正案を含む「SASB スタンダード」は、企業が、自然関連及び人的資本関連のリスク及び機

会について、意思決定に有用な情報を一般目的財務報告書の主要な利用者に提供することを可

能にしているか（「2025 年 7 月公開草案」の質問 4）。 

「2025年7月公開草案」に回答しなかった利害関係者のために、ISSBは、本公開草案に同様の質問を含

めている。しかし、「2025年7月公開草案」に対応し、これらの質問にすでに回答を提供した利害関係

者は、これらに対する回答を繰り返す必要はない。 

ISSBは、利害関係者がオンライン調査を利用してコメントを提出することを推奨している。コメント

は、次のようなものである場合に最も有用である。 

(a) 記載された質問に回答している。 

(b) 「SASB スタンダード」のどの部分（例えば、開示トピック名又は指標コード）に関連するか

を具体的に示している。 

(c) 明確な根拠を含んでいる。 

(d) 特定の開示の作成に関する関連性、意思決定有用性又はコストに影響を与え得る法域固有の考

慮事項を識別している。 

(e) 提案における文言のうち、不明確であるか、翻訳が困難となるであろうものを識別している。 

(f) 該当がある場合には、ISSB が検討すべき代替的アプローチを含んでいる。 

コメント提出者は、本コメント募集のすべての質問に回答する必要はない。 
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コメント提出者への質問 

 

質問1－「農産物」の「SASBスタンダード」 

本公開草案は、「農産物」の「SASBスタンダード」を向上させる提案を含んでおり、当該提案

は、「SASBスタンダード」によって「IFRSサステナビリティ開示基準」を適用する企業が意思決

定に有用な情報を一般目的財務報告書の利用者5に提供できるようになっていることを確実にする

ことに焦点を当てている。提供される情報によって、当該産業における企業の見通しに影響を与え

ることが合理的に見込み得るサステナビリティ関連のリスク及び機会を利用者が理解できるように

なるはずである。 

ISSBは、本公開草案の修正案及び「農産物」の「SASBスタンダード」全体に関するフィードバッ

クに関心がある。ISSBは特に、修正案が作成者にとって費用対効果がある方法で一般目的財務報

告書の利用者のニーズを満たす「SASBスタンダード」になっているかどうかに関するフィードバ

ックに関心がある。 

ISSBは次のことを提案している。 

• 「農産物」の産業の説明を見直す。 

• 「Sustainable Industry Classification System®」（SICS）において「農産物」に分類される

範囲を拡大し、直接農場事業を含める。 

• 1つの活動指標FB-AG-000.Aを見直し、活動指標FB-AG-000.C及びFB-AG-000.Dを削除し、労

働力（workforce）の構成に関連する2つの活動指標を追加する。 

• 「温室効果ガス排出」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「エネルギー管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「水管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直し、指標FB-AG-140a.3を削除し、

新指標FB-AG-140a.4「(1)排出先及び(2)処理レベルごとの排出された水の総量」を追加する。 

• 「食品ロス及び食品廃棄物」の開示トピック及びそれに関連する次の2つの指標を追加する。 

o FB-AG-150a.1「(1)発生した食品ロスの総量及び(2)転用した量」 

o FB-AG-150a.2「バリュー・チェーンを通じた、食品ロス及び食品廃棄物に関連する機会

に対処するための戦略の記述」 

• 「土地利用及び生態系へのインパクト」の開示トピック及びそれに関連する次の6つの指標を追

加する。 

o FB-AG-160a.1「(1)事業の空間フットプリント合計、(2) 撹乱された地域及び(3)復元され

た地域」 

o FB-AG-160a.2「環境に敏感な場所又はその周辺の事業の空間フットプリント合計の割

合」 

o FB-AG-160a.3「持続可能な方法で管理されている土地の製品別の総面積」 

o FB-AG-160a.4「森林破壊又は転換がないと決定された直接農場事業から生産された農産

物の割合（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」 

o FB-AG-160a.5「自然及び気候に関連する物理的リスクに敏感な直接農場事業からの優先

製品」 

o FB-AG-160a.6「直接農場事業において環境資源を管理し持続可能な農業の実務を導入す

 
5  本書では、「利用者」を、「一般目的財務報告書の利用者」及び「投資者」を意味する一般的な用語として用いる。「一

般目的財務報告書の主要な利用者」の定義については、IFRS S1 号の付録 A を参照のこと。 



| 公開草案「『SASBスタンダード』に対する修正案」 | 9 

 
 

 

るための戦略の記述」 

• 「食品の安全性」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直し、指標FB-AG-250a.1及び

指標FB-AG-250a.2を削除し、次の2つの指標を追加する。 

o FB-AG-250a.4「(1)自社の事業及び(2)仲介者について国際的に認知された食品安全基準に

よって認証されたサイトからの生産量の割合」 

o FB-AG-250a.5「バリュー・チェーンを通じて食品の安全性を確保するためのプロセス、

統制及び手続」 

• 「労働条件」の開示トピック及びそれに関連する指標FB-AG-310a.1「直接事業における労働

条件（強制労働及び児童労働を含む。）を管理するためのプロセス、統制及び手続」を追加す

る。 

• 「労働力（workforce）の健康及び安全」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「GMO管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を削除する。 

• 「原材料のサプライ・チェーンが環境及び社会に与えるインパクト」及び「原材料調達」の開

示トピック及びそれに関連するすべての指標を削除し、これらを「環境サプライ・チェーン管

理」及び「社会サプライ・チェーン管理」の新たな開示トピックに置き換える。 

• 提案されている「環境サプライ・チェーン管理」の開示トピックについて次の3つの指標を追加

する。 

o FB-AG-430c.1「森林破壊又は転換がないと決定された、調達した農産物の割合（進捗を

モニタリングするために設定された目標を含む。）」 

o FB-AG-430c.2「サプライ・チェーンにおける自然及び気候に関連する物理的リスクに敏

感な、優先的に調達される農産物」 

o FB-AG-430c.3「サプライ・チェーンにおいて環境資源を管理し持続可能な農業の実務を

導入するための戦略の記述」 

• 提案されている「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックについて次の3つの指標を追加

する。 

o FB-AG-430d.1「サプライ・チェーンにおける労働条件及び地域社会へのインパクトを管

理するためのプロセス、統制及び手続（人権デュー・デリジェンスを含む。）」 

o FB-AG-430d.2「サプライ・チェーンにおける製品の経路を追跡する国際的に認知された

基準によって認証された、調達した農産物の割合」 

o FB-AG-430d.3「過去3年間に独立した第三者による監査又は検証の対象となった高リス

ク・サプライヤーの割合、並びに不適合及び是正措置の記述」 

「結論の根拠」におけるBC51項からBC102項は、これらの提案に関するISSBの根拠を示してい

る。 

(a) 提案されている「農産物」の産業の説明に同意するか。この産業の企業の事業活動を正確に記

述しているか。賛成又は反対の理由は何か。 

(b) この産業分類に含まれる活動の範囲に直接農場事業を含めるという提案に同意するか。賛成又

は反対の理由は何か。 

(c) 提案されている産業の説明により、当該産業分類における企業の対象範囲が、直接農場事業を

行う企業、農場から製品を調達する企業（例えば、委託農家、契約農家及び協同組合を含

む。）、及びその両方を行う企業を含むことが明確になっていることに同意するか、またその

理由は何か。 

(d) 提案されている「農産物」の「SASB スタンダード」における開示トピックは、この産業の企

業の見通しに影響を与えると合理的に見込み得るサステナビリティ関連のリスク及び機会を正

確に識別していることに同意するか。同意しない場合、代わりに何を提案するか、またその理
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由は何か。 

(e) 「農産物」の「SASBスタンダード」における提案されている指標及び技術的プロトコルは、

企業が、サステナビリティ関連のリスク及び機会に関する意思決定に有用な情報を主要な利用

者に提供することを支援することに同意するか。同意しない場合、代わりに何を提案するか、

またその理由は何か。 

(f) 「環境サプライ・チェーン管理」及び「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックにおい

て提案されている指標は、サプライ・チェーンにおけるサステナビリティ関連のリスク及び機

会（例えば、土壌の健全性や水不足など）について、主要な利用者にニーズのある情報を費用

対効果の高い形で開示することを支援することに同意するか。同意しない場合、代わりに何を

提案するか、またその理由は何か。 

(g) 本提案が、「農産物」の「SASBスタンダード」の国際的な適用可能性を改善させ、法域にか

かわらず、この産業の企業からの有用な情報の開示につながることに同意するか。賛成又は反

対の理由は何か。 

(h) 修正案が、「農産物」の「SASBスタンダード」と他のサステナビリティ関連の基準又はフレ

ームワークとの相互運用可能性及び整合性を向上させることに同意するか。賛成又は反対の理

由は何か。（ISSBが、サステナビリティ関連のリスク及び機会が企業の見通しに与える影響に

ついて投資者に重要性がある（material）情報を提供することに焦点を当てていることに留意

すること。） 

(i) 「農産物」の「SASBスタンダード」において提案されている指標で、「結論の根拠」のBC47

項からBC48項に記載されている特定のプロポーショナリティのメカニズムの導入により便益を

得ることになる指標はあるか。もしある場合は、どのような指標がそのようなメカニズムの導

入により便益を得ることができると考えるか、またその理由は何か。 
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質問2－「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」 

本公開草案は、「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」を向上させる提案を含んでお

り、当該提案は、「SASBスタンダード」によって「IFRSサステナビリティ開示基準」を適用する

企業が意思決定に有用な情報を一般目的財務報告書の利用者に提供できるようになっていることを

確実にすることに焦点を当てている。提供される情報によって、当該産業における企業の見通しに

影響を与えることが合理的に見込み得るサステナビリティ関連のリスク及び機会を利用者が理解で

きるようになるはずである。 

ISSBは、本公開草案の修正案及び「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」全体に関す

るフィードバックに関心がある。ISSBは特に、修正案が作成者にとって費用対効果がある方法で

一般目的財務報告書の利用者のニーズを満たす「SASBスタンダード」となっているかどうかに関

するフィードバックに関心がある。 

ISSBは次のことを提案している。 

• 「食肉、家禽及び乳製品」の産業の説明を見直す。 

• 活動指標FB-MP-000.Bを見直し、労働力（workforce）の構成に関連する2つの活動指標を追加

する。 

• 「温室効果ガス排出」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「エネルギー管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「水管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直し、指標FB-MP-140a.3を削除し、

新指標FB-MP-140a.4「(1)排出先及び(2)処理レベルごとの排出された水の総量」を追加する。 

• 「土地利用及び生態系へのインパクト」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直し、指

標FB-MP-160a.1及び指標FB-MP-160a.2を削除し、次の5つの指標を追加する。 

o FB-MP-160a.5「(1)事業の空間フットプリント合計、(2)撹乱された地域及び(3)復元され

た地域」 

o FB-MP-160a.6「環境に敏感な場所又はその周辺の事業の空間フットプリント合計の割

合」 

o FB-MP-160a.7「森林破壊又は転換がないと決定された直接農場事業から生産された家畜

の割合（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」 

o FB-MP-160a.8「自然及び気候に関連する物理的リスクに敏感な直接農場事業からの優先

製品」 

o FB-MP-160a.9「文書化された養分管理計画を導入し維持する直接農場事業からの家畜生

産の割合」 

• 「食品の安全性」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直し、指標FB-MP-250a.1及び

指標FB-MP-250a.2を削除し、次の2つの新指標を追加する。 

o FB-MP.250a.5「(1)自社の事業及び(2)コパッキング事業について国際的に認知された食

品安全基準によって認証されたサイトからの生産量の割合」 

o FB-MP-250a.6「バリュー・チェーンを通じて食品の安全性を確保するためのプロセス、

統制及び手続」 

• 「動物生産における抗生物質の使用」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「労働力（workforce）の健康及び安全」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「動物の飼育及び福祉」の開示トピック及びそれに関連する指標を、開示トピックの名称を

「動物の健康及び福祉」に変更することを含めて見直し、指標FB-MP-410a.1及び指標FB-MP-

410a.2を削除し、次の2つの指標を追加する。 
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o FB-MP-410a.4「目標、手続及びバリュー・チェーンの統合を含む、動物福祉戦略の記

述」 

o FB-MP-410a.5「疾病管理の戦略を含む、バイオセキュリティに関連するリスク及び機会

の記述」 

• 「製品イノベーション」の開示トピック及びそれに関連する指標FB-MP-410b.1「サステナビ

リティ関連のリスク及び機会に対処するための食品製品におけるイノベーションの使用」を追

加する。 

• 「アニマル・サプライチェーンの環境及び社会へのインパクト」及び「動物及び飼料の調達」

の開示トピック及びそれに関連するすべての指標を削除し、これらを「環境サプライ・チェー

ン管理」及び「社会サプライ・チェーン管理」の新たな開示トピックに置き換える。 

• 提案されている「環境サプライ・チェーン管理」の開示トピックについて次の4つの指標を追加

する。 

o FB-MP-430b.1「森林破壊又は転換がないと決定された、調達した(1)家畜及び(2)家畜飼

料の割合（進捗をモニタリングするために設定された目標を含む。）」 

o FB-MP-430b.2「サプライ・チェーンにおける自然及び気候に関連する物理的リスクに敏

感な、優先的に調達される家畜及び家畜飼料」 

o FB-MP-430b.3「文書化された養分管理計画を導入し維持する農場から調達した家畜の割

合」 

o FB-MP-430b.4「集中家畜飼養事業から調達した動物性タンパク質の割合」 

• 提案されている「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックについて次の3つの指標を追加

する。 

o FB-MP-430c.1「サプライ・チェーンにおける労働条件及び地域社会へのインパクトを管

理するためのプロセス、統制及び手続（人権デュー・デリジェンスを含む。）」 

o FB-MP-430c.2「サプライ・チェーンにおける製品の経路を追跡する国際的に認知された

基準によって認証された、調達した家畜飼料の割合」 

o FB-MP-430c.3「過去3年間に独立した第三者による監査又は検証の対象となった高リス

ク・サプライヤーの割合、並びに不適合及び是正措置の記述」 

「結論の根拠」におけるBC103項からBC137項は、これらの提案に関するISSBの根拠を示してい

る。 

(a) 提案されている「食肉、家禽及び乳製品」の産業の説明に同意するか。この産業の企業の事業

活動を正確に記述しているか。産業分類に含まれる活動の範囲に同意するか。賛成又は反対の

理由は何か。 

(b) 提案されている「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」における開示トピック

は、この産業の企業の見通しに影響を与えると合理的に見込み得るサステナビリティ関連のリ

スク及び機会を正確に識別していることに同意するか。同意しない場合、代わりに何を提案す

るか、またその理由は何か。 

(c) 「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」における提案されている指標及び技術的

プロトコルは、企業が、サステナビリティ関連のリスク及び機会に関する意思決定に有用な情

報を主要な利用者に提供することを支援することに同意するか。同意しない場合、代わりに何

を提案するか、またその理由は何か。 

(d) 「環境サプライ・チェーン管理」及び「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックにおい

て提案されている指標は、サプライ・チェーンにおけるサステナビリティ関連のリスク及び機

会（例えば、土壌の健全性や水不足など）について、主要な利用者にニーズのある情報を費用

対効果の高い形で開示することを支援することに同意するか。同意しない場合、代わりに何を

提案するか、またその理由は何か。 
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(e) 修正案が、「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」の国際的な適用可能性を改善

させ、法域にかかわらず、この産業の企業からの有用な情報の開示につながることに同意する

か。賛成又は反対の理由は何か。 

(f) 修正案が、「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」と他のサステナビリティ関連

の基準又はフレームワークとの相互運用可能性及び整合性を向上させることに同意するか。賛

成又は反対の理由は何か。（ISSBが、サステナビリティ関連のリスク及び機会が企業の見通し

に与える影響について投資者に重要性がある（material）情報を提供することに焦点を当てて

いることに留意すること。）。 

(g) 「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」において提案されている指標で、「結論

の根拠」のBC47項からBC48項に記載されている特定のプロポーショナリティのメカニズムの

導入により便益を得ることになる指標はあるか。もしある場合は、どのような指標がそのよう

なメカニズムの導入により便益を得ることができると考えるか、またその理由は何か。 
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質問3－「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」 

本公開草案は、「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」を向上させる提案を含ん

でおり、当該提案は、「SASBスタンダード」によって「IFRSサステナビリティ開示基準」を適用

する企業が意思決定に有用な情報を一般目的財務報告書の利用者に提供できるようになっているこ

とを確実にすることに焦点を当てている。提供される情報によって、当該産業における企業の見通

しに影響を与えることが合理的に見込み得るサステナビリティ関連のリスク及び機会を利用者が理

解できるようになるはずである。 

ISSBは、本公開草案の修正案及び「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」全体に

関するフィードバックに関心がある。ISSBは特に、修正案が作成者にとって費用対効果がある方

法で一般目的財務報告書の利用者のニーズを満たす「SASBスタンダード」になっているかどうか

に関連するフィードバックに関心がある。 

ISSBは次のことを提案している。 

• 「電気事業者及び発電事業者」の産業の説明を見直す。 

• 活動指標IF-EU-000.Dを見直し、労働力（workforce）の構成に関連する2つの活動指標を追加

する。 

• 「温室効果ガス排出及びエネルギー資源の計画」の開示トピック及びそれに関連する指標を見

直し、指標IF-EU-110a.3を削除し、次の3つの新指標を追加する。 

o IF-EU-110a.5「(1)主要なエネルギー源及び(2)エネルギー貯蔵ごとに分解された設備容

量」 

o IF-EU-110a.6「(1)主要なエネルギー源及び(2)エネルギー貯蔵ごとに分解された計画容

量」 

o IF-EU-110a.7「気候関連の移行リスク及び機会が資本戦略及び投資にどのように影響を

与える（influence）かの記述」 

• 「大気質」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直す。 

• 「水管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直し、指標IF-EU-140a.2を削除し、新

指標IF-EU-140a.4「(1)排出先及び(2)処理レベルごとの排出された水の総量」を追加する。 

• 「石炭灰管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を、開示トピックの名称を「有害廃棄

物管理」に変更することを含めて見直し、指標IF-EU-150a.1及び指標IF-EU-150a.3を削除

し、次の3つの指標を追加する。 

o IF-EU-150a.4「(1)発生した有害廃棄物、(2)貯蔵された有害廃棄物及び(3)リサイクルし

た有害廃棄物」 

o IF-EU-150a.5「有害廃棄物管理に関連する重大な（significant）事案の数」 

o IF-EU-150a.6「アクティブな及びアクティブでない事業についての有害廃棄物の管理方

針及び手続」 

• 「生態系へのインパクト」の開示トピック及びそれに関連する次の3つの指標を追加する。 

o IF-EU-160a.1「(1)事業の空間フットプリント合計、(2)撹乱された地域及び(3)復元され

た地域」 

o IF-EU-160a.2「環境に敏感な場所又はその周辺の事業の空間フットプリント合計の割

合」 

o IF-EU-160a.3「事業施設に関する環境管理方針及び実務の記述」 

• 「コミュニティとの関係及び先住民族の権利」の開示トピック及びそれに関連する次の4つの指

標を追加する。 
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o IF-EU-210a.1「コミュニティの権利及び利益に関連するリスク及び機会を管理するため

に用いるプロセス」 

o IF-EU-210a.2「(1)非技術的な遅延の数及び(2)総停止日数」 

o IF-EU-210a.3「先住民族の土地又はその周辺の事業の割合」 

o IF-EU-210a.4「先住民族の権利の支持に関連する、対話プロセス及びデュー・デリジェ

ンスの実務についての記述」 

• 「エネルギーの入手可能性（affordability）」の開示トピックを見直し、指標IF-EU-240a.1、

IF-EU-240a.3及びIF-EU-240a.4を削除し、次の2つの新指標を追加する。 

o IF-EU-240a.5「エネルギーの入手可能性（affordability）に関連するリスク及び機会並

びにそれらを管理するための戦略の記述」 

o IF-EU-240a.6「(a)家庭用、(b)商業用及び(c)工業用の参加者に分解された、エネルギー

の入手可能性（affordability）に関連する活動又はプログラムへの(1)アクティブな参加

者の数及び(2)適格参加者の数」 

• 「労働力（workforce）の健康及び安全」の開示トピック及びそれに関連する指標を見直し、指

標IF-EU-320a.2「安全な労働環境を醸成するために用いる管理システムの記述」を追加する。 

• 「従業員の採用、育成及び維持」の開示トピック及びそれに関連する次の2つの指標を追加す

る。 

o IF-EU-330a.1「従業員の採用、育成及び維持に関連するリスク及び機会並びにそれらを

管理するための戦略の記述」 

o IF-EU-330a.2「(a)すべての従業員及び(b)スキル不足の職業カテゴリーについての(1)自

主的な及び(2)自主的ではない（involuntary）従業員離職率」 

• 「最終用途効率及び需要」の開示トピック及びそれに関連する指標を、開示トピックの名称を

「デマンドサイド・マネジメント」に変更することを含めて見直し、指標IF-EU-420a.2及び

IF-EU-420a.3を削除し、次の3つの指標を追加する。 

o IF-EU-420a.4「デマンドサイド・マネジメントに関連するリスク及び機会並びにそれら

を管理するための戦略の記述（進捗をモニタリングするために設定された目標を含

む。）」 

o IF-EU-420a.5「(a)家庭用、(b)商業用及び(c)工業用の参加者に分解された、デマンドサ

イド・マネジメントに関連する活動又はプログラムへの(1)アクティブな参加者の数及び

(2)適格参加者の数」 

o IF-EU-420a.6「デマンドサイド・マネジメント戦略によるピーク需要の節約量」 

• 「サプライ・チェーン管理」の開示トピック及びそれに関連する次の2つの指標を追加する。 

o IF-EU-430a.1「サステナビリティ関連の問題から生じるサプライ・チェーン・リスクの

管理プロセスの記述」 

o IF-EU-430a.2「過去3年間に独立した第三者による監査又は検証の対象となった高リス

ク・サプライヤーの割合、並びに不適合及び是正措置の記述」 

• 「原子力安全及び危機管理」の開示トピック及びそれに関連する指標を、開示トピックの名称

を「重大な（critical）事案のリスク管理」に変更することを含めて見直し、指標IF-EU-540a.2

を削除し、指標IF-EU-540a.3「深刻な（serious）事故を識別し軽減するために用いる管理シ

ステムの記述」を追加する。 

• 「グリッドのレジリエンス」の開示トピック及びそれに関連する指標を、開示トピックの名称

を「事業上のレジリエンス及びシステムの信頼性」に変更することを含めて見直し、次の3つの

指標を追加する。 
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o IF-EU-550a.3「発電用の資産の平均利用可能係数」 

o IF-EU-550a.4「産業用の資産の種類別及び気候関連の物理的リスク別に分解された、気

候関連の物理的リスクに対して脆弱な（vulnerable）資産の数値及び割合」 

o IF-EU-550a.5「事業上のレジリエンス及びシステムの信頼性に関連するリスク及び機会

を管理するための戦略の記述（進捗をモニタリングするために設定された目標を含

む。）」 

「結論の根拠」におけるBC138項からBC195項は、これらの提案に関するISSBの根拠を示してい

る。 

(a) 提案されている「電気事業者及び発電事業者」の産業の説明に同意するか。この産業の企業の

事業活動を正確に記述しているか。産業分類に含まれる活動の範囲に同意するか。賛成又は反

対の理由は何か。 

(b) 提案されている「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」における開示トピッ

クは、この産業の企業の見通しに影響を与えると合理的に見込み得るサステナビリティ関連の

リスク及び機会を正確に識別していることに同意するか。同意しない場合、代わりに何を提案

するか、またその理由は何か。 

(c) 「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」における提案されている指標及び技

術的プロトコルは、企業が、サステナビリティ関連のリスク及び機会に関する意思決定に有用

な情報を主要な利用者に提供することを支援することに同意するか。同意しない場合、代わり

に何を提案するか、またその理由は何か。 

(d) 修正案が、「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」の国際的な適用可能性を

改善させ、法域にかかわらず、この産業の企業からの有用な情報の開示につながることに同意

するか。賛成又は反対の理由は何か。 

(e) 修正案が、「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」と他のサステナビリティ

関連の基準又はフレームワークとの相互運用可能性及び整合性を向上させることに同意する

か。賛成又は反対の理由は何か。（ISSBが、サステナビリティ関連のリスク及び機会が企業の

見通しに与える影響について投資者に重要性がある（material）情報を提供することに焦点を

当てていることに留意すること。）。 

(f) 「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」において提案されている指標で、「結

論の根拠」のBC47項からBC48項に記載されている特定のプロポーショナリティのメカニズムの

導入により便益を得ることになる指標はあるか。もしある場合は、どのような指標がそのよう

なメカニズムの導入により便益を得ることができると考えるか、またその理由は何か。 
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質問4－「IFRS S2号産業別ガイダンス」に対する結果的修正 

ISSBは、「SASBスタンダード」を修正する際、「IFRS S2号産業別ガイダンス」と「SASBスタ

ンダード」の気候関連の内容との間の整合性を維持するために、「IFRS S2号産業別ガイダンス」

に対して結果的修正を行うことを提案している。 

この提案の根拠は、「結論の根拠」のBC196項からBC197項に示している。 

本公開草案で示されているように、ISSBが「SASBスタンダード」を修正する際に、「IFRS S2号

産業別ガイダンス」に対して結果的修正を行うべきであることに同意するか。賛成又は反対の理由

は何か。 

 

質問5－「IFRSサステナビリティ開示基準」との関係 

「SASBスタンダード」の修正案は、企業が「SASBスタンダード」と「IFRSサステナビリティ開

示基準」を適用するとの前提に基づき起草されている。 

「結論の根拠」のBC40項からBC46項では、ISSBがこのアプローチを採用した理由が説明されて

いる。 

(a) 「IFRSサステナビリティ開示基準」の内容に関連して「SASBスタンダード」を修正するとい

うISSBのアプローチ案に同意するか。賛成又は反対の理由は何か。 

(b) 「SASBスタンダード」及び「IFRSサステナビリティ開示基準」を適用する作成者にとって、

両者の内容の関係は十分に明確であることに同意するか。賛成又は反対の理由は何か。 

 

質問6－発効日 

ISSBは、本修正の発効日を修正の公表後12か月から18か月の間に設定したうえで、早期適用を容

認することを提案している。 

この提案の根拠は、「結論の根拠」のBC198項からBC199項に示している。 

修正の発効日を設定したうえで、早期適用を容認するというアプローチ案に同意するか。賛成又は

反対の理由は何か。 
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2025年 7月公開草案に回答しなかったコメント提出者への質問 

質問 7－目的 

ISSB は、IFRS S1 号及び IFRS S2 号を適用する企業に対して適時の支援を行う目的で、「SASB

スタンダード」の修正を提案している。修正案は、企業が「IFRS サステナビリティ開示基準」と

並行して「SASB スタンダード」を適用するとの仮定のもとに起草された。この仮定は、「SASB

スタンダード」が引き続き的を絞ったものであり、比例的（proportionate）なものであることを可

能にし、IFRS S1 号及び IFRS S2 号にすでに含まれている要求事項の不要な重複を回避すること

を可能にする。修正案の目的は次のとおりである。 

• 国際的な適用可能性の一層の向上 

o 産業のグルーピング（新興市場及び発展途上国におけるバリュー・チェーンを反映する

ことを含む。） 

o それらの産業のグルーピングにおける開示トピック 

o 指標及びこれを支える技術的プロトコル 

• 資本市場のニーズに応えるためのサステナビリティ関連開示のグローバル・ベースラインとな

るように、投資者のニーズに引き続き焦点を当てることを確実にしながら、他のサステナビリ

ティ関連の基準及びフレームワークとの相互運用可能性を向上させる。 

• 「SASB スタンダード」の向上を、自然及び人的資本といったトピックに関する ISSB のプロ

ジェクトと整合させ、本公開草案に対するフィードバックがこれらのプロジェクトへのインプ

ットを提供することが可能となるように、自然及び人的資本に関連する「SASB スタンダー

ド」における開示トピック及び指標を修正する。 

• 「SASB スタンダード」と「IFRS サステナビリティ開示基準」における言葉遣い

（language）と概念を整合させる。 

(a) 「SASB スタンダード」の修正案の目的、及び焦点を当てる関連する領域に同意するか。 

(b) 修正案はこの目的を満たしているか。賛成又は反対の理由は何か。 
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質問 8－他の基準及びフレームワークとの相互運用可能性の向上 

「SASB スタンダード」に対する必要な修正を検討するにあたり、ISSB は、「グローバル・レポー

ティング・イニシアティブ」（GRI）及び「欧州サステナビリティ報告基準」の基準及びフレーム

ワーク、「自然関連財務開示タスクフォース」（TNFD）が公表したガイダンスなど、他のサステナ

ビリティ関連の基準及びフレームワークと「SASB スタンダード」との相互運用可能性及び整合性

を向上させるような考えられる修正を識別した。 

「結論の根拠」の BC26 項から BC34 項は、相互運用可能性を改善し、他のサステナビリティ関連

の基準及びフレームワークとの整合をとるために採用されたアプローチについて説明している。

「結論の根拠」の「付録 A」は、一般目的財務報告書の主要な利用者のニーズに焦点を当てること

を維持しつつ、「GRI スタンダード」との相互運用可能性及び TNFD 開示提言との整合性を向上さ

せるような一部の修正案のリストを提供している。 

(a) 他のサステナビリティ関連の基準及びフレームワークとの相互運用可能性及び整合性を向上さ

せるためのアプローチ案に同意するか。賛成又は反対の理由は何か。 

(b) 3 つの優先産業に対する修正案及び他の「SASB スタンダード」に対する的を絞った修正案

は、相互運用可能性の改善をもたらし、その結果、開示された情報の主要な利用者にとっての

意思決定有用性及び作成者にとっての費用対効果を改善させる目的を達成することになること

に同意するか。賛成又は反対の理由は何か。 

(c) 情報に関する意思決定有用性と費用対効果を改善させるという目的を達成しつつ、開示トピッ

ク又は指標の相互運用可能性及び整合性を一層向上させることは可能か。どのような修正を提

案するか、またその理由は何か。 
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質問9－「SASBスタンダード」における気候関連の内容の修正 

ISSBは、3つの優先産業を包括的に向上させることを提案しており、それには優先産業における気

候関連の内容も含まれる。修正案は、作成者が気候関連のリスク及び機会を識別することを支援

し、これらのリスク及び機会に関する産業固有の情報について意思決定有用性を向上させることを

意図している。 

(a) 本公開草案で提案したとおり、ISSBが、優先産業の「SASBスタンダード」における気候関連

の内容の修正を行うべきであることに同意するか。賛成又は反対の理由は何か。 

(b) 修正案が、気候関連のリスク及び機会に関する産業固有の情報について意思決定有用性を向上

させることに同意するか。賛成又は反対の理由は何か。 

(c) 修正案が、「SASBスタンダード」と「IFRS S2号産業別ガイダンス」における気候関連の内容

がIFRS S2号の要求事項とどのように関連するのかについて、一層明確化していることに同意

するか。 
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質問10－自然及び人的資本に関連する情報 

ISSBは、自然及び人的資本に関連する「SASBスタンダード」の開示トピック及び指標を修正する

ことを提案している。ISSBは、自然及び人的資本に関するプロジェクトを進めている。 

ISSBは、自然及び人的資本に関連するリスク及び機会の情報に対する利用者のニーズに「SASBス

タンダード」及び修正案がどの程度満たしているかを理解したいと考えている。

(a) 修正案を含む「SASBスタンダード」は、企業が自然関連のリスク及び機会に関する意思決定

に有用な情報を一般目的財務報告書の利用者に提供することを可能にしているか。賛成又は反

対の理由は何か。

(b) ISSBが本公開草案において向上のために優先順位付けした3つの産業について、一般目的財務

報告書の利用者の意思決定に有用となる他の自然関連の開示で、修正案において対処していな

いものがあるか。ある場合には、当該開示及び理由を説明されたい。

(c) 修正案を含む「SASBスタンダード」は、企業が人的資本関連のリスク及び機会に関する意思

決定に有用な情報を一般目的財務報告書の利用者に提供することを可能にしているか。賛成又

は反対の理由は何か。

(d) ISSBが本公開草案において向上のために優先順位付けした3つの産業について、一般目的財務

報告書の利用者の意思決定に有用となる他の人的資本関連の開示で、修正案において対処して

いないものがあるか。ある場合には、当該開示及び理由を説明されたい。




